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安全データシート 
 
SDS No. : 33001J-COM                       作成・改訂 : 2014/07/22 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
1. 化学物質等及び会社情報 

製 品 名： Scicomet DS-TG(Triglycerides) 
Solution A（溶解液） 

   会 社 名： 信和化工株式会社 
   住 所： 京都市伏見区景勝町 50 番地 2  
   担 当 部 門： COM グループ 
   電 話 番 号： 075-621-2360 
   F A X 番 号： 075-602-2660 
   緊急連絡電話番号： 同上 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
2. 危険有害性の要約 

GHS 分類 
引火性液体：区分 2 
急性毒性 経口：区分 5 
皮膚腐食性/刺激性：区分 1B 
眼に対する重篤な損傷/眼刺激性：区分 1 
生殖毒性：区分 1B 
特定標的臓器/全身毒性（単回暴露）：区分 3（気道刺激性、麻酔作用） 
特定標的臓器/全身毒性（単回暴露）：区分 1（視覚器, 中枢神経系） 
特定標的臓器/全身毒性（反復暴露）：区分 1（視覚器, 中枢神経系） 

GHS ラベル要素 
 
 
 
 

危険有害性情報 
H225 引火性の高い液体および蒸気 
H315 皮膚刺激 
H319 重篤な眼への刺激性 
H335+H336 （気道刺激性）気道への刺激のおそれ／（麻酔作用）眠気またはめまいのおそれ 
H351 発がんのおそれの疑い 
H361 生殖能または胎児への悪影響のおそれの疑い 
H370 臓器の障害 
H372 長期または反復暴露による臓器の障害 
H401 水生生物に毒性あり 

注意書き-（安全対策）    
・熱/火花/裸火/高温のもののような着火源 から遠ざけること。－禁煙。          
・容器を密閉しておくこと。 
・防爆型の電気機器/換気装置 / 照明機器 / 機器を使用すること。 
・火花を発生させない工具を使用すること。 

危険 
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・保護手袋/保護眼鏡/保護面を着用すること。 
・取扱い後には顔や手など、ばく露した皮膚を洗う。 
・屋外または換気の良い場所でのみ使用すること。 
・すべての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。 
・粉じん/煙/ガス/ミスト/蒸気/スプレーを吸入しないこと。 
・この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないこと。 
・環境への放出を避けること。 

注意書き－(応急措置） 
・皮膚(または髪)にかかった場合：直ちに、汚染された衣類をすべて脱ぐこと/取り除くこと。皮

膚を流水/シャワーで洗うこと。 
・皮膚刺激が生じた場合、医師の診断/手当てを受けること。 
・眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。次に、コンタクトレンズを着用していて容易

に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。 
・吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 
・気分が悪い時は、医師に連絡すること。 
・暴露または暴露の懸念がある場合：医師の診断/手当を受けること。 
 

注意書き-（保管） 
•容器をしっかり閉め、よく換気された場所で保管。 

注意書き-（廃棄） 
•内容物および容器は承認された廃棄物処理場に廃棄すること。  

  その他 
･ほかの危険有害性情報なし 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
3. 組成・成分情報 
   単一製品・混合物の区別 ： 混合物 

化学名 含有量 化学式 CAS No. 官報公示整理番号 
ヘキサン 67% CH3(CH2)4CH3 110-54-3 2-6 安衛法 公表  

1.4-ジオキサン 33% C4H8O2 123-91-1 (5)-839 公表化学物質 
   別 名    ： ------ 
   危険有害成分 ： ヘキサン、1.4-ジオキサン 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
4. 応急処置 
   吸引した場合     ： 新鮮な空気の場所に移し安静保温に努め、直ちに医師の手当を受ける。 
   皮膚に付着した場合： 多量の水で石鹸を用いて洗う。炎症を生じた時は医師の手当を受ける。 
   目に入った場合  ： 直ちに多量の水で 15 分以上洗い流し、医師の手当を受ける。 
   飲み込んだ場合  ： 口をすすぐ。意識のない人の口には何も与えないこと。ただちに医師も 

しくは毒物管理センターに連絡すること。医師の指示がない場合には、 

無理に吐かせないこと。 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
5. 火災時の処置 
   消 火 剤    ： 粉末、二酸化炭素、泡（アルコール泡） 

特定の危険有害性 ： 揮発性が大きく、引火爆発の可能性が大きい。蒸気は空気より重く地面

を這い、かなり遠くの低所に滞留し爆発性混合ガスをつくりやすい。 
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   特定の消火方法  ： 火元の燃焼源を断ち、消火剤を用いて消火する。移動可能な容器は速や

かに安全な場所に移す。移動不可能な場合には周辺を水噴霧で冷却する。 
   消火を行う者の保護： 消火活動は風上から行い、状況に応じて呼吸保護具を着用する。 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
6. 漏洩時の処置 
   人体に対する注意事項： 屋内の場合、処理が終わるまで十分に換気を行う。漏出した場所の周

辺に、ロープを張るなどして関係者以外の立ち入りを禁止する。作業

の際には適切な保護具を着用し、飛沫等が皮膚に付着したり、粉塵、

ガスを吸入しないようにする。風上から作業して、風下の人を退避さ

せる。 
   環境に対する注意事項： 漏出した製品が河川等に排出され、環境への影響を起こさないように

注意する。汚染された排水が適切に処理されずに環境へ排出しないよ

うに注意する。 
   除 去 方 法   ： 漏出した液は、ウエス、雑巾または土砂等に吸着させて空容器に回収

し、そのあとを多量の水を用いて洗い流す。漏出場所、使用した保護

具、器材等は多量の水を用いて洗う。 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
7. 取扱い及び保管上の注意 
   取扱い 
    技術的対策    ： 高温物、スパークを避け、強酸化剤との接触をさける。アンプル開口

時には保護眼鏡及び保護手袋を着用し注意して切断する。 
    注意事項     ： 容器を転倒させ落下させ衝撃を与え又は引きずる等の粗暴な扱いをし

ない。漏れ、溢れ、飛散などしないようにし、みだりに蒸気を発生さ

せない。使用後は容器を密閉する。取扱い後は、手、顔等をよく洗い、

うがいをする。 

    安全取扱い注意事項： 吸い込んだり、目、皮膚及び衣類に触れないように、適切な保護具を

着用する。屋内作業場における取扱い場所では、局所排気装置を使用

する。容器から出し入れするときはこぼさないようにする。 
作業衣、作業靴は導電性のものを用いる。  

   保管 
    適切な保管条件  ： 適切な保管条件 :  直射日光を避け、換気のよいなるべく涼しい場所

に密閉して保管する。  
    安全な容器包装材料： ガラス 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
8. 暴露防止処置 
   設 備 対 策 ： 屋内作業場での使用の場合は発生源の密閉化、または局所排気装置を設置

する。取扱い場所の近くに安全シャワー、手洗い・洗眼設備を設け、その

位置を明瞭に表示する。 
   管理濃度 

本製品に関する情報はないが、組成物質の管理濃度に関する情報を記載する。 
   作業環境評価基準：   

《ヘキサン》40ppm 
《1.4-ジオキサン》10ppm 
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許 容 濃 度 ：  
OSHA PEL : 《ヘキサン》air TWA 500ppm 

《1.4-ジオキサン》TWA 100ppm (skin) 
ACGIH TLV(s) : 《ヘキサン》TWA 50ppm 
                《1.4-ジオキサン》TWA 20ppm (skin) 
日本産業衛生学会 : 《ヘキサン》40ppm (140mg/m３ )経皮吸収あり 
         《1.4-ジオキサン》10ppm(36mg/m3) 

   保 護 具   ： 呼吸器の保護具 :  有機ガス用防毒マスク、空気呼吸器 
     手の保護具 :  保護手袋    
     目の保護具 :  保護眼鏡  
     皮膚及び身体の保護具 :  長袖作業衣、保護長靴 
 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
9. 物理的及び化学的性質 

（融点以下はヘキサンについて記す。） 
形 状： 液体 
 色  ： 無色澄明 
臭 い： 特異臭 
p H     ： データなし 
引 火 点： -17.7℃（タグ密閉式） 
融 点： -95 ℃《ヘキサン》 
沸点（初留点）： 約 69℃《ヘキサン》 
自然発火温度： 240℃《ヘキサン》 
爆発範囲（上限・下限）： 1.1～7.5vol％《ヘキサン》 
蒸 気 圧： 16.5kPa（20 ℃）《ヘキサン》 
蒸 気 密 度： 3.0（空気＝1） 
密 度： 約 0.66g/mL《ヘキサン》 
溶 解 度 《ヘキサン》 

溶媒に対する溶解性:  エタノール、エーテルに可溶。水に不溶。 
n-オクタノ－ル／水分配係数 log Po/w：データなし 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
10. 安全性及び反応性 

安 定 性     ： 光により変質する。 
危険有害反応可能性 ： 強力な酸化剤と接触すると発火爆発の危険性がある。 

   避けるべき条件   ： 日光、熱、裸火、高い温度、スパーク、静電気、その他発火源 
   危険有害な分解性生物： 一酸化炭素、二酸化炭素 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
11. 有害性情報 
   急性毒性： 

 《ヘキサン》 
経口 ラット LD50：28710mg/kg  
腹腔内 ラット LDLo：9100mg/kg 
吸入 ヒト TCL０：5000ppm/10 分 知覚異常、幻覚 

    《1.4-ジオキサン》 
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経口  LD50：4200mg/kg 
経皮 ウサギ LD50：7600 μL/k 
吸入 ラット LC50：46 g/m3  2 h 
ラットを用いた経口投与試験の LD50 は、420mg/k(環境省リスク評価(第 2 巻,203) 
5170mg/k(CERI・NITE 有害性評価書（206）)、5170mg/k(DFGOTvol.20(205)  
520mg/k(IARC1(1976)、5345mg/k(EU-RANo.21(202) 、540mg/k(ACGIH(7th,201) 
630mg/k(DFGOTvol.20(205) 、6370mg/k(EU-RANo.21(202) 、 
650mg/k(EU-RANo.21(202) 、730mg/k(CERI・NITE 有害性評価書（206）) 
739mg/k(EU-RANo.21(202)であり、420mg/k(環境省リスク評価(第 2 巻,203)のみ国連

GHS 分類の区分 5 に該当するが、他の全てが区分外に該当するため区分外とした。 
   皮膚腐食性・刺激性：  

 《ヘキサン》 
環境省リスク評価第 1 巻（2002）、EHC 122 (1993)、DFGOT vol.14 (2000)、 
PATTY(4th, 1994)および ATSDR (1999)のヒト暴露例で皮膚刺激性がみられた。 

    《1.4-ジオキサン》 
ウサギを用いた皮膚刺激性試験(開放ドレイズ試験)で「中等度の刺激」(CERI・NITE 有

害性評価書(206)）、ウサギ、ラット及びマウスを用いた皮膚刺激性試験でわずかな刺激 
(EU-RANo.21(202)との記述から、区分 2 とした。 

   眼に対する重篤な損傷･刺激性： 
    《ヘキサン》 

眼刺激：ウサギ 10mg  軽度 
環境省リスク評価第 1 巻（2002）のヒト暴露例で眼への刺激性が認められるとの記述、 
および DFGOT vol.14 (2000)のウサギで軽度な刺激性が認められた。刺激の程度および回 
復性は不明。 

    《1.4-ジオキサン》 
ヒトへの健康影響のデータ(CERI・NITE 有害性評価書（206）)(EU-RANo.21(202)）か 
ら、明確な陽性反応がみられるが、程度が腐食性との記載はない。また、ウサギを用いた 
眼刺激性試験では「強度の結膜浮腫、わずかな角膜混濁、結膜発赤（8 日後に結膜発赤が 
一部残存）」(EU-RANo.21(202)との記述から、区分 2A とした。なお、EU 分類では R36/7 
である。 

呼吸器感作性又は皮膚感作性： 
《1.4-ジオキサン》 

呼吸器感作性：データなし。  
皮膚感作性：モルモットを用いた皮膚感作性試験(Directive84/9/EC,B.6)(GLP)において感

作性なしとの結果(EU-RANo.21(202)元文献 BASF(193)が得られているが、ヒトのパッチ

テストで陽性との結果(EU-RANo.21(202)(NICNASPECNo.7(198)も得られており、明確

な分類はできない。 
生殖細胞変異原性： 
《ヘキサン》データなし 

    《1.4-ジオキサン》 
マウスの強制経口投与小核試験で陽性、陰性の結果がある(ATSDR(207)、CERI・ＮＩＴ

Ｅ有害性評価書(206)、NICNASNo.7(198)が、試験の信頼性についての専門家判断によ 
り区分外とした。なお、ラット肝の DNA 損傷試験、DNA 合成試験、DNA 修復試験で陽

性(CERI・ＮＩＴＥ有害性評価書(206)、NICNASNo.7(198)、PATY5th(201)、エームス

試験、マウスリンフォーマ試験、染色体異常試験では、陰性(CERI・ＮＩＴＥ有害性評価

書(206)である。 
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   発がん性：  
《ヘキサン》OSHA,NTP,IARC にがん原性の記載無し 

    《1.4-ジオキサン》 
ARC(19)で 2B、EU で 3 に分類されていることから区分 2 とした。なお、NTP(205)で R、

EPA で B2、日本産衛学会で 2B に分類されている。飲水による発がん性試験では、ラッ

トでは雄に鼻腔の悪性腫瘍(主として扁平上皮癌)、肝細胞癌、肝細胞腺腫および腹膜の中

皮腫の発生増加が認められ、雌に鼻腔の悪性腫瘍(主として扁平上皮癌)、肝細胞腺腫およ

び肝細胞癌の発生増加が認められ、がん原性が示された(厚労省がん原性試験(190)。この

結果により、厚生労働省では、健康障害を防止するための指針(192)を公表している。 
  NTP :  RReasonably Anticpated 
 IARC :  ----- 
ACGIH :  A3 
日本産業衛生学会 :  Group 2B 

生殖毒性： 
《ヘキサン》  

EHC 122 (1993)、DFGOT vol.4 (1992)、IRIS (Access on July 2005)および ATSDR (1999)
にラットへの吸入暴露により精子形成阻害を伴う精巣の組織傷害が認められるとの記述

があり、精巣に影響が認められる 1000ppm 暴露では、筋萎縮（DFGOT vol.4 (1992)）や

体重減少（ATSDR (1999))も示されている。 
《1.4-ジオキサン》 

ラットの器官形成期に経口（CERI・ＮＩＴＥ有害性評価書(206)）あるいは吸入（環境省

リスク評価(第 2 巻、203)）投与した試験において、一部で胎仔の重量減少と化骨遅延が

認められたのみで仔の発生に対し悪影響は報告されていない。しかし、親動物の性機能お

よび生殖能に及ぼす影響についてはデータ不足のため、「分類できない」とした。 
特定標的臓器・全身毒性、単回暴露： 
《ヘキサン》 

EHC 122 (1993)、ACGIH(7th, 2001)、DFGOT vol.4 (1992)および PATTY(4th, 1994)の
ヒトで急性吸入毒性としてめまいや中枢神経系抑制などがみられるとの記述があるが、こ

の影響は麻酔作用によると判断した。また、ACGIH(7th, 2001)および PATTY(4th, 1994)
のヒトで吸入暴露により気道刺激性がみられたとの記述、および PATTY(4th, 1994)の麻

酔作用があるとの記述がある。 
    《1.4-ジオキサン》 

ヒトで吸入により、めまい、眠気、意識喪失などの症状（環境省リスク評価第 2 巻(203)）
に基づき区分 1（中枢神経系）とし、かつ、ラットに 15mg/Lを吸入ばく露（EU-RA21(202)）、
またはウサギに 60mg/k を経口投与（ATSDR(207)）後の症状として麻酔の記載があるこ

とから、区分 3（麻酔作用）とした。一方、ヒトのばく露で鼻および咽喉に対し刺激性を

示す報告が複数（EU-RA21(202)、ATSDR(207)）あり、また、ラットに吸入ばく露した

試験でも気道粘膜に対する刺激が観察されている（EU-RA21(202)）ことから、区分 3（気

道刺激性）とした。なお、中枢神経系については、根拠となるデータはヒトおよび動物 
の毒性症状のデータであったが、いずれも軽度で一時的と考えられた め、麻酔作用に含

まれるものとみなし、中枢神経系には分類しなかった。また、肝臓と腎臓については、実

際の試験データに基づく記載が確認できず、証拠として不十分なため採用しなかった。 
特定標的臓器・全身毒性、反復暴露： 
《ヘキサン》 

環境省リスク評価第 1 巻（2002）、EHC 122 (1993)、ACGIH(7th, 2001)、DFGOT vol.14 
(2000)、PATTY(4th, 1994)、IRIS(2005)、産衛学会勧告(1993)、ATSDR (1999)のヒト慢
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性暴露例で多発性神経障害（感覚神経および運動神経の障害）が認められるとの記述から、

標的臓器は中枢神経系および末梢神経系と判断した。 
    《1.4-ジオキサン》 

本物質を使用した作業者で死亡した 5 人について、腎臓の出血と壊死ならびに肝臓の壊死

が報告されている（CERI・NITE 有害性評価書(206)）こと、さらに、換気設備のない密

室で 1 週間本物質にばく露された 1 人の作業者が筋緊張亢進、神経症状、腎不全、腎臓皮

質の壊死、重度の肝臓の小葉中心性壊死、脳に脱髄と神経線維の部分的欠損を示したとの

報告（EU-RANo.21(202)）があることに基づき、区分 1（腎臓、肝臓、中枢神経系）とし

た。一方、ラットを用いた 2 年間の経口投与試験で気道上皮の変性が 16mg/kday（区分 2
相当)で認められた（環境省リスク評価第 2 巻(203)）との記述があることから、区分 2（呼

吸器）とした。 
吸引性呼吸器有害性： 
 《ヘキサン》 

炭化水素であって、かつ40℃での動粘性率が20.5mm2/s以下である。DFGOT vol.4 (1992) 
にはラットで Aspiration により化学性肺炎が認められた。 

    《1.4-ジオキサン》 データなし 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
12. 環境影響情報 
   生態毒性 
    魚毒性： 
    《ヘキサン》甲殻類(オオミジンコ)の 48 時間 LC50=3.88mg/L（EHC122、1991）に基づく。 

《1.4-ジオキサン》  魚類（ヒメダカ）の 96 時間 LC50>10mg/L（環境省生態毒性試験報告（195）
他）から、区分外とした。 

残留性／分解性： 
《ヘキサン》データなし 
《1.4-ジオキサン》データなし 

   生 態 蓄 積 性 ： 
《ヘキサン》データなし 
《1.4-ジオキサン》データなし 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
13. 廃棄上の注意 

残余廃棄物：アフターバーナー及びスクラバーを具備した焼却炉の火室へ噴霧し焼却する。  

 汚染容器及び包装：空容器を廃棄する場合、内容物を完全に除去した後に処分する。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
14. 輸送上の注意 

国連番号： 1993 
品 名： その他の引火性液体 

国連分類： クラス 3（引火性液体） 
容器等級： PGⅡ 
注意事項 ： 運搬に際しては容器に漏れのないことを確かめ、転倒、落下、損傷がないよう積

み込み、荷くずれの防止を確実におこなう。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
15. 適用法令 
   消 防 法    ：危険物第４類 第 1 石油類 (非水溶性) 危険等級 2 

毒物及び劇物取締法：非該当 
労働安全衛生法  ： 
法第 57 条（令第 18 条）名称等を表示すべき有害物《ヘキサン》《1.4-ジオキサン》 
法第 57 条の 2(令第 18 条の 2)名称等を通知すべき有害物《ヘキサン》No.520 

《1.4-ジオキサン》No.227 
令別表第一の４ 引火性の物《ヘキサン》《1.4-ジオキサン》 
有機溶剤中毒予防規則 第二種有機溶剤《ヘキサン》《1.4-ジオキサン》 
作業環境測定基準  作業環境評価基準《ヘキサン》《1.4-ジオキサン》 

   化  審  法  ：優先評価化学物質（法第２条第５項）《1.4-ジオキサン》 
船 舶 安 全 法  ：引火性液体 

   航  空  法  ：引火性液体 
   海洋汚染防止法  ：施行令別表第 1 有害液体物質 Y 類物質《ヘキサン》《1.4-ジオキサン》 
   化学物質管理促進法（PRTR 法）：第一種指定化学物質 No.392 《ヘキサン》 

第一種指定化学物質（法第２条第２項、施行令第１条別表第１）No.150 《1.4-ジオキサン》 
 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
16. その他の情報 
    引用文献：  産業中毒便覧 
     有機化合物辞典 有機合成化学協会編 
     Registry of Toxic Effects of Chemical Substances (RTECS) 
     化学物質規制・管理実務便覧 
     原材料メーカーの製品安全データシート 
           IATA 航空危険物規則書 第 49 版邦訳 
           製品評価技術基盤機構 http://www.safe.nite.go.jp/ghs/list.html 

安全衛生情報センター http://www.jaish.gr.jp/user/anzen/kag/ankgc01.htm 
 

本製品安全衛生デ－タシ－トは、現時点において得られた情報をもとに作成していますが、かならず

しも万全なものではありません。取扱いには十分注意して下さい。 
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安全データシート 
 
SDS No. : 33002J-COM                       作成・改訂 : 2014/07/22 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
1. 化学物質等及び会社情報 

製 品 名： Scicomet DS-TG(Triglycerides) 
Solution B（反応液） 

   会 社 名： 信和化工株式会社 
   住 所： 京都市伏見区景勝町 50番地 2  
   担 当 部 門： COMグループ 
   電 話 番 号： 075-621-2360 
   F A X 番 号： 075-602-2660 
   緊急連絡電話番号： 同上 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
2. 危険有害性の要約 
  GHS分類   引火性液体:  区分２ 

眼に対する重篤な損傷 / 眼刺激性: 区分２Ａ 
急性毒性 経口: 区分５  
急性毒性（吸入:粉塵およびミスト）: 区分４ 
生殖毒性: 区分１Ａ 
特定標的臓器 / 全身毒性(単回暴露): 区分１(視覚器、全身毒性、中枢神経系） 
特定標的臓器 / 全身毒性(単回暴露): 区分３(気道刺激性、麻酔作用) 
特定標的臓器 / 全身毒性(反復暴露): 区分１(視覚器、中枢神経系) 

GHSラベル要素 
 
 
 
 
危険有害性情報 

H225 引火性の高い液体および蒸気 
H303 飲み込むと有害のおそれ 
H314  重篤な皮膚の薬傷・眼の損傷 
H360  生殖能または胎児への悪影響のおそれ 
H370  臓器の障害： 視覚器 中枢神経系 
H372  長期にわたる、または反復暴露による臓器の障害： 視覚器、中枢神経系 
H335  呼吸器への刺激の恐れ 
H336  眠気またはめまいのおそれ 

注意書き- (安全対策）    
・使用前に取扱説明書を入手すること。 
・すべての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。 
・熱、火花、裸火、高温体などの着火源から遠ざけること。禁煙。 
・容器を密閉しておくこと。 
・防爆型の電気機器、換気装置、照明機器を使用すること。静電気放電や火花による 
・引火を防止すること。 

危険 
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・吸入しないこと。 
・屋外または換気の良い場所でのみ使用すること。 
・この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないこと。 
・取扱い後はよく手を洗うこと。 
・保護手袋および保護眼鏡、保護面を着用すること。 

注意書き- (応急措置） 
・吸入した場合、空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 
・飲み込んだ場合、口をすすぐこと。無理に吐かせないこと。 
・眼に入った場合、水で数分間注意深く洗うこと。コンタクトレンズを容易にはずせ 
る場合は外して洗うこと。その後も洗浄を続けること。 
・皮膚や毛髪に付着した場合、直ちに、汚染された衣類をすべて脱ぐこと、取り除く 
こと。皮膚を流水、シャワーで洗うこと。 
・汚染された衣類を再使用する場合には洗濯すること。 
・直ちに医師に連絡すること。 

 
注意書き-（保管） 

•容器をしっかり閉め、よく換気された場所で保管。 
注意書き-（廃棄） 

•内容物および容器は承認された廃棄物処理場に廃棄すること。  
その他  ･ほかの危険有害性情報なし 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
3. 組成・成分情報 
   単一製品・混合物の区別 ： 混合物 
 

化学名 含有量 化学式 CAS No. 官報公示整理番号 
メタノール 86.5% CH3OH 67-56-1 2-201 
非公開 13.5% ------- ------- ------- 

 
   別    名 ： ‐ 
   危険有害性分 ： メタノール 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
4. 応急処置 
   吸引した場合     ： 新鮮な空気の場所に移し安静保温に努め、直ちに医師の手当を受ける。 
   皮膚に付着した場合： 多量の水で石鹸を用いて洗う。炎症を生じた時は医師の手当を受ける。 
   目に入った場合  ： 直ちに多量の水で 15 分以上洗い流し、医師の手当を受ける。 
   飲み込んだ場合  ： 多量の水又は食塩水を飲ませて吐かせ、直ちに医師の手当を受ける。 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
5. 火災時の処置 
   消 火 剤    ： 粉末、二酸化炭素、泡（アルコール泡） 

特定の危険有害性 ： 火災時に刺激性もしくは有毒なヒューム（またはガス）を放出するため

消火の際には煙を吸い込まないように適切な防護具を着用する。 
   特定の消火方法  ： 火元の燃焼源を断ち、消火剤を用いて消火する。移動可能な容器は速や

かに安全な場所に移す。移動不可能な場合には周辺を水噴霧で冷却する。 
   消火を行う者の保護： 消火活動は風上から行い、状況に応じて呼吸保護具を着用する。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
6. 漏洩時の処置 
   人体に対する注意事項： 屋内の場合、処理が終わるまで十分に換気を行う。漏出した場所の周

辺に、ロープを張るなどして関係者以外の立ち入りを禁止する。作業

の際には適切な保護具を着用し、飛沫等が皮膚に付着したり、粉塵、

ガスを吸入しないようにする。風上から作業して、風下の人を退避さ

せる。 
   環境に対する注意事項： 漏出した製品が河川等に排出され、環境への影響を起こさないように

注意する。汚染された排水が適切に処理されずに環境へ排出しないよ

うに注意する。 
   除 去 方 法   ： 漏出した液は、ウエス、雑巾または土砂等に吸着させて空容器に回収

し、そのあとを多量の水を用いて洗い流す。漏出場所、使用した保護

具、器材等は多量の水を用いて洗う。 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
7. 取扱い及び保管上の注意 
   取扱い 
    技術的対策    ： 高温物、スパークを避け、強酸化剤との接触をさける。アンプル開口

時には保護眼鏡及び保護手袋を着用し注意して切断する。 
    注意事項     ： 容器を転倒させ落下させ衝撃を与え又は引きずる等の粗暴な扱いをし

ない。漏れ、溢れ、飛散などしないようにし、みだりに蒸気を発生さ

せない。使用後は容器を密閉する。取扱い後は、手、顔等をよく洗い、

うがいをする。 

    安全取扱い注意事項： 吸い込んだり、目、皮膚及び衣類に触れないように、適切な保護具を

着用する。屋内作業場における取扱い場所では、局所排気装置を使用

する。容器から出し入れするときはこぼさないようにする。 
作業衣、作業靴は導電性のものを用いる。  

   保管 
    適切な保管条件  ： 適切な保管条件 :  直射日光を避け、換気のよいなるべく涼しい場所

に密閉して保管する。  
    安全な容器包装材料： ガラス 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
8. 暴露防止処置 
   設 備 対 策 ： 屋内作業場での使用の場合は発生源の密閉化、または局所排気装置を設置

する。取扱い場所の近くに安全シャワー、手洗い・洗眼設備を設け、その

位置を明瞭に表示する。 
   管理濃度 

本製品に関する情報はないが、組成物質の管理濃度に関する情報を記載する。 
   作業環境評価基準：《メタノール》200ppm 

許 容 濃 度 ：  
OSHA PEL :《メタノール》air TWA 200ppm(260mg/m３)  
ACGIH TLV(s) :《メタノール》TWA 200ppm(260mg/m３)(皮膚)  STEL250ppm(皮膚) 

         日本産業衛生学会 :《メタノール》200ppm(260mg/m３) 
   保 護 具   ： 呼吸器の保護具 :  有機ガス用防毒マスク、空気呼吸器 

     手の保護具 :  保護手袋    
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     目の保護具 :  保護眼鏡  
     皮膚及び身体の保護具 :  長袖作業衣、保護長靴 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
9. 物理的及び化学的性質（融点以下はメタノールについて記す。） 
     形 状：液体 
      色  ：無色〜わずかにうすい黄色 
     臭 い：メタノール臭 

p H      ：データなし 
    引 火 点 ：15℃(タグ密閉式) 
融 点：-98℃《メタノール》 
沸  点：65℃《メタノール》  
自然発火温度：464℃《メタノール》 
爆 発 限 界：下限；6.0％ 上限；35.6％《メタノール》 
蒸 気 圧：12.3kPa(20℃)《メタノール》 
蒸 気 密 度：1.11《メタノール》 
比 重：0.729(20/4℃) 《メタノール》   
溶 解 度： 

     溶媒に対する溶解性: 水、エタノール、エーテルに混和《メタノール》 
オクタノール／水分配係数 log Po/w : －0.82,－0.66《メタノール》 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
10. 安全性及び反応性 
   安 定 性     ： データなし 
   危険有害反応可能性 ： データなし 
   避けるべき条件   ： 日光、熱、裸火、高い温度、スパーク、静電気、その他発火源、 

強酸化剤 
   危険有害な分解性生物： 一酸化炭素、二酸化炭素、ハロゲン化物 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
11. 有害性情報 
   急性毒性： 

 《メタノール》 
吸入ヒト  TCL０: 300ppm眼-視覚変化 頭痛(RTECS) 
経口ヒト 女性 LDLo : 10mL/kg 呼吸低下、酵素阻害、誘発又は血液や細胞 
レベルでの変化 膵臓内分泌の型、機能の変化 (RTECS) 
吸入ラット LC50: 64000ppm/4H (RTECS) 
経口マウス LD50: 7300mg/kg(RTECS) 

                吸入ヒト TCL０: 408ppm肺、胸郭、又は呼吸-巣状線維症(塵肺)(RTECS) 
ラット経口 LD50値＝6200mg/kg（EHC 196 (1997)、ACGIH (7th, 2001)、
DFGOT vol.16 (2001)、PATTY (4th, 1994))、9100mg/kg（EHC 196 (1997)、
PATTY (4th, 1994)）、12900mg/kg（EHC 196 (1997)、DFGOT vol.16 (2001)、
PATTY (4th, 1994)）および 13000mg/kg（EHC 196 (1997)、ACGIH (7th, 2001)、
PATTY (4th,1994)に基づき計算値は 7939mg/kgとなる。一方メタノールの毒
性はげっ歯類に比べて霊長類には強く現れるとの記述が有り、（EHC196
（1997））、ヒトで約半数に死亡が認められる用量が 1400mg/kg であるとの記
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述(DFGOT  ver.16)が有る。（NITE) 
皮膚腐食性・刺激性：  
 《メタノール》皮膚刺激-ウサギ 20mg/24 時間 中程度  

   眼に対する重篤な損傷･刺激性： 
    《メタノール》眼刺激-ウサギ 40mg/24 時間 中程度 

EHC 196 (1997)、DFGOT vol.16 (2001)および PATTY (4th, 1994)に、ウサギ

を用いた試験で軽度ないし中等度の眼刺激性が認められたとの記述があるが、

回復性については明らかな記述がないこと、およびヒトで角膜の障害、強度の

結膜浮腫が一過性に認められている(DFGOT vol.16 (2001)）（NITE) 
生殖細胞変異原性： 
《メタノール》DNA 損傷:ラット経口 10μmol / L  DNA 抑制: ヒトリンパ球 300mmol / L 

染色体異常試験:500μmol / L 小核試験:マウスリンパ球 7900mg / L 
   発がん性：  

《メタノール》OSHA, NTP, IARC にがん原性の記載なし 
生殖毒性： 
《メタノール》EHC 196 (1997)、ACGIH (7th, 2001)、DFGOT vol.16 (2001)およびPATTY (4th, 

1994)に、妊娠ラットおよびマウスを用いた経口および吸入暴露試験で胎児奇

形または胎児死亡の増加が認められたとの記述があるが、信頼性のあるヒト暴

露例のデータがない。EHC 196 (1997)、DFGOT vol.16 (2001)および PATTY 
(4th, 1994)に雄ラットでテストステロン濃度の低下または精巣変性がみられ

たとの記述がある。（NITE) 
特定標的臓器・全身毒性、単回暴露： 
《メタノール》ヒトで急性経口または吸入暴露により中枢神経系の抑制および視覚器障害がみ

られるとの記述（EHC 196 (1997)、ACGIH (7th, 2001)、DFGOT vol.16 (2001)、
PATTY (4th, 1994)および産衛学会勧告（1993)）や、ヒト暴露例で代謝性アシ

ドーシスがみられるとの記述（ACGIH (7th, 2001)および DFGOT vol.16 
(2001)）ラット反復吸入暴露試験で気道刺激性がみられたとの記述[EHC196
（1997）および PATTY(4th1994)およびヒトで粘膜刺激症状がみられるとの記

述（産業衛生学会勧告）、またラット、マウス、アカゲザル等で麻酔作用がみ

とめられたこと(EHC196(1997))及び PATTY（4th、1994）から気道刺激性お

よび PATTY(4th1994）から気道刺激性および麻酔刺激作用がある。（NITE) 
特定標的臓器・全身毒性、反復暴露： 
《メタノール》ヒトの長期暴露例で中枢神経系の抑制および視覚器障害がみられたとの記述

（EHC 196 (1997)、ACGIH (7th, 2001)および DFGOT vol.16 (2001)）（NITE) 
 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
12. 環境影響情報 
   生態毒性 
    魚毒性：  
    《メタノール》データなし 

残留性／分解性： 
《メタノール》分解度：92% by BOD（経産省既存化学物質安全性点検） 

分解度：99% by TOC（経産省既存化学物質安全性点検） 
分解度：100% by GC（経産省既存化学物質安全性点検）     

生 態 蓄 積 性：  
    《メタノール》データなし 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
13. 廃棄上の注意 

残余廃棄物：アフターバーナー及びスクラバーを具備した焼却炉の火室へ噴霧し焼却する。  

 汚染容器及び包装：空容器を廃棄する場合、内容物を完全に除去した後に処分する。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
14. 輸送上の注意 

国連番号： 1289 
品 名： Sodium methylate solution（アルコール溶液） 
国連分類： クラス 3  (引火性液体)  副次クラス 8  (腐食性物質) 
容器等級： PGⅡ 
注意事項 ： 運搬に際しては容器に漏れのないことを確かめ、転倒、落下、損傷がないよう積

み込み、荷くずれの防止を確実におこなう。 
 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
15. 適用法令 
   消 防 法    ：危険物 第 4類 第 1石油類 (水溶性) 危険等級 2 

毒物及び劇物取締法：非該当 
労働安全衛生法  ： 

《メタノール》法第 57条(令第 18条)名称等を表示すべき有害物 
法第 57条の 2(令第 18条の 2)名称等を通知すべき有害物  No.560 
令別表第一の 4  危険物 引火性の物 
作業環境評価基準、作業環境測定基準 
有機溶剤中毒予防規則；第二種有機溶剤 

船 舶 安 全 法  ：引火性液体 
   航  空  法  ：引火性液体 
   海 洋 汚 染 防 止 法：《メタノール》施行令別表第 1 有害液体物質 Y類物質 
   化学物質管理促進法（PRTR法）：《メタノール》非該当 

大気汚染防止法  ：《メタノール》第十七条第一項（特定物質有害大気汚染物質） 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
16. その他の情報 
    引用文献：  産業中毒便覧 
     有機化合物辞典 有機合成化学協会編 
     Registry of Toxic Effects of Chemical Substances (RTECS) 
     化学物質規制・管理実務便覧 
     原材料メーカーの製品安全データシート 
           IATA航空危険物規則書 第 49版邦訳 
           製品評価技術基盤機構 http://www.safe.nite.go.jp/ghs/list.html 

安全衛生情報センター http://www.jaish.gr.jp/user/anzen/kag/ankgc01.htm 
 
本製品安全衛生デ－タシ－トは、現時点において得られた情報をもとに作成していますが、かならず

しも万全なものではありません。取扱いには十分注意して下さい。 
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Ᏻ඲ࢺ࣮ࢩࢱ࣮ࢹ 
 
SDS No. : 33003J-COM� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � సᡂ࣭ᨵゞ : 2014/07/22 
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
1. ໬Ꮫ≀㉁➼ཬࡧ఍♫᝟ሗ 

〇 ရ ྡ㸸� Scicomet DS-TG(Triglycerides) 
Solution C㸦೵Ṇᾮ㸧 

� � � ఍ ♫ ྡ㸸� ಙ࿴໬ᕤᰴᘧ఍♫ 
� � � ఫ ᡤ㸸� ி㒔ᕷఅぢ༊ᬒ຾⏫ 50 ␒ᆅ 2  
� � � ᢸ ᙜ 㒊 㛛㸸� COM  ࣉ࣮ࣝࢢ
� � � 㟁 ヰ ␒ ྕ㸸� 075-621-2360 
� � � F A X ␒ ྕ㸸� 075-602-2660 
� � � ⥭ᛴ㐃⤡㟁ヰ␒ྕ㸸� ྠୖ 
 
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
2.� ༴㝤᭷ᐖᛶࡢせ⣙ 

GHS ศ㢮 
⓶⭵⭉㣗ᛶ/่⃭ᛶ㸸༊ศ 1A 
ᦆയ/║่⃭ᛶ㸸༊ศ࡞㔜⠜ࡿࡍᑐ࡟║ 1 
࿧྾ჾឤసᛶ㸸༊ศ 1 
≉ᐃᶆⓗ⮚ჾ/඲㌟ẘᛶ㸦༢ᅇᭀ㟢㸧㸸༊ศ 1㸦⾑ᾮ㸧 
≉ᐃᶆⓗ⮚ჾ/඲㌟ẘᛶ㸦༢ᅇᭀ㟢㸧㸸༊ศ 2㸦࿧྾ჾ⣔㸧 

GHS  せ⣲ࣝ࣋ࣛ
 
 
 
 

༴㝤᭷ᐖᛶ᝟ሗ 
H314� 㔜⠜࡞⓶⭵ࡢ║࣭࡝ࡅࡸᦆയࢆ㉳ࡍࡇ 
H318  㔜⠜ࡢ║࡞ᦆയࡍࡇ࠾ࢆ 
H334  ྾ධࢇࡐࠊ࣮ࢠࣝࣞ࢔࡜ࡿࡍ㸦ႍ㸧ᜥཪࡣ࿧྾ᅔ㞴ࢆ㉳ࢀࡑ࠾ࡍࡇ 
H370  ⮚ჾࡢ㞀ᐖ㸦⾑ᾮ㸧 
H371  ⮚ჾࡢ㞀ᐖࢀࡑ࠾ࡢ(࿧྾ჾ⣔) 

ὀព᭩ࡁ-㸦Ᏻ඲ᑐ⟇㸧� � �  
͌ ⢊ࢇࡌ㸭↮㸭ࢫ࢞㸭ࢺࢫ࣑㸭⵨Ẽ㸭ࢆ࣮ࣞࣉࢫ྾ධࠋ࡜ࡇ࠸࡞ࡋ 
 ࠋ࠺Ὑࢆ⭵⓶ࡓࡋ㟢ࡃࡤࠊ࡝࡞ᡭࡸ㢦ࡣ࡟ᚋ࠸ᢅྲྀ ͌
͌ ಖㆤᡭ⿄ࠊಖㆤ⾰ࠊಖㆤ║㙾ࠊಖㆤ㠃ࠋ࡜ࡇࡿࡍ⏝╔ࢆ 
͌ ᥮Ẽࡀ୙༑ศ࡞ሙྜࠊ࿧྾⏝ಖㆤලࠋࡿࡍ⏝╔ࢆ 
�ࠋṆ⚗ࡣ↮ႚࠊ㣧㣗ࡣ࡟౑⏝᫬ࡢ〇ရࡢࡇ ͌ � � � � � �  

ὀព᭩ࡁ-  (ᛂᛴᥐ⨨㸧 
 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ⤡㐃࡟་ᖌࡣࡃࡋࡶ࣮ࢱࣥࢭ≀ẘ๻ࠊሙྜࡓࡋ㟢ࡃࡤ ͌
ࡾྲྀ࡟ᐜ᫆ࠊ࡚࠸࡚ࡋ╔⿦ࢆࢺࢡࢱࣥࢥࡋࡶࠋࡿࡍὙί࡚ࡅ௜ࢆศ㛫Ẽᩘࠊሙྜࡓࡗධ࡟║ ͌

እࡾྲྀࠊࡽ࡞ࡿࡏእࡢࡑࠋࡍᚋࡶὙίࠋࡿࡅ⥆ࢆ 
͌ ⓶⭵ࡣࡓࡲ㧥࡟௜╔ࡓࡋሙྜࠊởᰁࡢ࡚࡭ࡍࡓࢀࡉ⾰᭹ࠊࡂ⬺࡟ࡄࡍࢆỈ࡛࣮࣡ࣕࢩࡸ⓶⭵

 ࠋ࡜ࡇ࠺Ὑࢆ

༴㝤 
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͌ ෌౑⏝ࡢ๓࡟ởᰁࡓࢀࡉ⾰᭹ࢆὙࠋ࠺ 
͌ ྾ධࡓࡋሙྜࠊ᪂㩭࡞✵Ẽࡿ࠶ࡢሙᡤࠊࡏࡉື⛣࡟࿧྾ࡀᴦ࡞ጼໃ࡛ఇ᠁ࠋࡿࡏࡉ 
 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ⤡㐃࡟་ᖌ࡟ࡕࡔࡓ ͌
͌ 㣧ࡳ㎸ࡔࢇሙྜࢆཱྀࠊₙࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛࠸࡞࠿ྤࠊࡋࡔࡓࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛࠸ 

ὀព᭩ࡁ-㸦ಖ⟶㸧 
͌�㠀ヱᙜ 

ὀព᭩ࡁ-㸦ᗫᲠ㸧 
͌�ෆᐜ≀ࡧࡼ࠾ᐜჾࡣᢎㄆࡓࢀࡉᗫᲠ≀ฎ⌮ሙ࡟ᗫᲠࠋ࡜ࡇࡿࡍ�  

� �  ௚ࡢࡑ
㺃�  ࡋ࡞༴㝤᭷ᐖᛶ᝟ሗࡢ࠿࡯
 

̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
2.� ⤌ᡂ࣭ᡂศ᝟ሗ 
� � � ༢୍〇ရ࣭ΰྜ≀ࡢ༊ู� 㸸� ΰྜ≀ 

໬Ꮫྡ ྵ᭷㔞 ໬Ꮫᘧ CAS No. 
ᐁሗබ♧ᩚ⌮

␒ྕ 
Ỉ 97.0% ௨ୖ H2O 7732-18-5 タᐃࡋ࡞ 

㓑㓟�   3.0% ௨ୗ CH3COH 64-19-7 (2)-688 
� � � ู� � � � ྡ� 㸸� ------ 
� � � ༴㝤᭷ᐖᛶศ� 㸸�  ࡋ࡞࡟≉
 
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
4.� ᛂᛴฎ⨨ 
� � � ྾ᘬࡓࡋሙྜ㸸 

᪂㩭࡞✵Ẽࡢሙᡤࡏࡉື⛣࡟Ᏻ㟼ࠊࡋ࡟␗ᖖࡤࢀ࠶ࡀ་ᖌࡢᡭᙜࠋࡿࡅཷࢆ 
� � � ⓶⭵࡟௜╔ࡓࡋሙྜ㸸 

 ࠋࡿࡅཷࢆ⨨ฎࡢ་ᖌࡣሙྜࡓࡌ⏕ࢆ⑕⅖ࠊࡋὶ࠸Ỉ࡛Ὑࡢ኱㔞ࡣỈཪࢇࡅ▼
� � �  ሙྜ㸸ࡓࡗධ࡟┠

Ύί࡞Ỉ࡛᭱ప 15 ศ௨ୖὙ║ࠊࡕࡢࡓࡋ␗ᖖࡤࢀ࠶ࡀ║⛉་ࡢᡭᙜ࡚ࠋࡿࡅཷࢆ 
� � � 㣧ࡳ㎸ࡔࢇሙྜ㸸  

 ࠋࡿࡅཷࢆᡭᙜࡢ་ᖌ࡟ࡕ┤ࠋࡿࡏࡲ㣧ࢆᾮࡓࡋᠱ⃮ࢆάᛶⅣ࡟Ỉࠋࡄࡍࡍࢆཱྀ
 
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
5.� ⅆ⅏᫬ࡢฎ⨨ 
� � � ᾘ ⅆ ๣㸸� ᮏရࡣ୙⇞ᛶ࡛ࠊࡵࡓࡿ࠶࿘㎶ⅆ⅏࡟㐺ࡓࡋᾘⅆ๣ࠋࡿ࠸⏝ࢆ 
� � � ≉ᐃࡢ༴㝤᭷ᐖᛶ㸸�  ࡋ࡞࡟≉
� � � ≉ ᐃ ࡢ ᾘ ⅆ ᪉ ἲ㸸� ⅆඖࠊࡕ᩿ࢆ※↝⇞ࡢᾘⅆ๣࡚࠸⏝ࢆᾘⅆ࡞⬟ྍື⛣ࠋࡿࡍᐜჾࡸ㏿ࡣ

 ࠋࡿࡍỈᄇ㟝࡛෭༷ࢆ࿘㎶ࡣ࡟ሙྜ࡞⬟୙ྍື⛣ࠋࡍ⛣࡟ሙᡤ࡞Ᏻ඲࡟࠿
� � � ᾘⅆࡢ⪅࠺⾜ࢆಖㆤ㸸� ᾘⅆάືࡣ㢼ୖࠊ࠸⾜ࡽ࠿≧ἣ࡟ᛂ࡚ࡌ࿧྾ಖㆤලࠋࡿࡍ⏝╔ࢆ 
 
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
6.� ₃ὤ᫬ࡢฎ⨨ 
� � � ேయ࡟ᑐࡿࡍὀព஦㡯㸸�  ࠋࡿࡍὀព࡟ࡵࡓ࠸ࡍࡸࡾ࡭ࡍࡣሙᡤࡓࢀࡰࡇ
� � � ⎔ቃ࡟ᑐࡿࡍὀព஦㡯㸸� ởᰁࡓࢀࡉ᤼Ỉࡀ㐺ษ࡟ฎ⌮࡟ࡎࢀࡉ⎔ቃ࡬᤼ฟ࡟࠺ࡼ࠸࡞ࡋὀពࡍ

 ࠋࡿ
� � � 㝖� � ཤ� � ᪉� � ἲ㸸� ₃ฟࡓࡋᾮࠊࢫ࢚࢘ࠊࡣ㞧ᕵཪࡣᅵ◁➼࡟྾╔࡚ࡏࡉ✵ᐜჾ࡟ᅇ཰ࠊࡋ
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 ࠋࡍὶ࠸Ὑ࡚࠸⏝ࢆỈࡢከ㔞ࢆᚋࡢࡑ
 
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
7.�  ὀពࡢୖ⟶ಖࡧཬ࠸ᢅྲྀ
� � �  ࠸ᢅྲྀ
� � � � ᢏ ⾡ ⓗ ᑐ ⟇㸸�  ࡋ࡞࡟≉
� � � � ὀ ព ஦ 㡯㸸� ᐜჾࢆ㌿ಽࡏࡉⴠୗࡏࡉ⾪ᧁࢆ୚࠼ཪࡣᘬࡢ➼ࡿࡎࡁ⢒ᭀࡋࢆ࠸ᢅ࡞

 ࠋ࠸࡞
 ࠋ࠸࡞ࡏࡉ⏕Ⓨࢆ⢊ሻ࡟ࡾࡔࡳࠊࡋ࡟࠺ࡼ࠸࡞ࡋ࡝࡞㣕ᩓࠊࢀ⁄ࠊࢀ₃
౑⏝ᚋࡣᐜჾࢆᐦ㛢ࠋࡿࡍ 
 ࠋࡿࡍࢆ࠸ࡀ࠺ࠊ࠸Ὑࡃࡼࢆ➼㢦ࠊᡭࠊࡣᚋ࠸ᢅྲྀ

� � � � Ᏻ඲ྲྀᢅ࠸ὀព஦㡯㸸� ྾࠸㎸ࠊ┠ࠊࡾࡔࢇ⓶⭵ཬࡧ⾰㢮࡟ゐࠊ࡟࠺ࡼ࠸࡞ࢀ㐺ษ࡞ಖㆤලࢆ

 ࠋࡿࡍ⏝╔
ᒇෆసᴗሙ࠸ᢅྲྀࡿࡅ࠾࡟ሙᡤ࡛ࠊࡣᒁᡤ᤼Ẽ⿦⨨ࢆ౑⏝ࠋࡿࡍ 

� � � ಖ⟶ 
� � � � 㐺ษ࡞ಖ⟶᮲௳� � 㸸� ┤ᑕ᪥ගࢆ㑊ࠊࡅ᥮Ẽࡃ࡭ࡿ࡞࠸ࡼࡢᾴ࠸ࡋሙᡤ࡟ᐦ㛢࡚ࡋಖ⟶ࠋࡿࡍ 
� � � � Ᏻ඲࡞ᐜჾໟ⿦ᮦᩱ㸸�  ࢫࣛ࢞
        ΰゐ⚗Ṇ≀㉁      㸸� -------- 
         
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
8.� ᭀ㟢㜵Ṇฎ⨨ 
� � � タ ഛ ᑐ ⟇㸸� ᒇෆసᴗሙ࡛ࡢ౑⏝ࡢሙྜࡣⓎ⏕※ࡢᐦ㛢໬ࡣࡓࡲࠊᒁᡤ᤼Ẽ⿦⨨ࢆタ⨨

ࡢࡑࠊࡅタࢆὙ║タഛ࣭࠸ᡭὙࠊ࣮࣡ࣕࢩᏳ඲࡟ࡃ㏆ࡢሙᡤ࠸ᢅྲྀࠋࡿࡍ

఩⨨ࢆ᫂░ࠋࡿࡍ♧⾲࡟ 
� � � ⟶⌮⃰ᗘ 
� � � సᴗ⎔ቃホ౯ᇶ‽㸸� � � � � タᐃ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ 
� � � チ ᐜ ⃰ ᗘ㸸 

� � � OSHA PEL : � � �  タᐃ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ 
    � � � � � ACGIH TLV(s) : � �   TWA: 10 ppmࠊSTEL: 15 ppmࠔ 㓑㓟 ࠓ
    � � � � � ᪥ᮏ⏘ᴗ⾨⏕Ꮫ఍ :  ࠓ 㓑㓟 ࠔTWA: 10 ppm OELࠊ� TWA: 25 mg/m3 OEL 
� � � ಖ ㆤ ල㸸� ࿧྾ჾࡢಖㆤල :  ᭷ᶵࢫ࢞⏝㜵ẘࠊࢡࢫ࣐✵Ẽ࿧྾ჾ 

    � ᡭࡢಖㆤල :  ಖㆤᡭ⿄    
    �   ಖㆤල :  ಖㆤ║㙾ࡢ┠
    � ⓶⭵ཬࡧ㌟యࡢಖㆤල :  㛗⿇సᴗ⾰  

 
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
9.� ≀⌮ⓗཬࡧ໬Ꮫⓗᛶ㉁ 
� � � ᙧ ≧㸸� ᾮయ    Ἓ Ⅼ㸸�  ࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ
� � � � Ⰽ � 㸸� ↓Ⰽ�    ⼥ Ⅼ㸸�  ࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ
� � � ⮯ �㸸࠸ �ᘬⅆⅬ㸸   ࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ  ࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ
� � � � pH�  㸸� �ࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ    ⓎⅆⅬ㸸�  ࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ
� � � ẚ 㔜㸸� � ࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ � � � � � � � ⵨ẼⅬ㸸�  ࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ
� � � ⇿Ⓨ㝈⏺㸸�  ࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ
� � � ⁐፹࡟ᑐࡿࡍ⁐ゎᛶ㸸� Ỉ࡟᫆⁐ 

�㸭Ỉศ㓄ಀᩘ log Po/w㸸࣮ࣝࣀࢱࢡ࢜ Ỉ , ࣥࢺࢭ࢔ , ࣮ࣝࣀࢱ࢚ : ΰ࿴ࠋࡿࡍ  
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̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
10.� Ᏻ඲ᛶཬࡧ཯ᛂᛶ 

Ᏻ ᐃ ᛶ㸸� Ᏻᐃ 
� � � ཯ ᛂ ᛶ㸸�  ࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ
� � � 㑊 ࡅ ࡿ ࡭ ࡁ ᮲ ௳㸸� 㧗 ࡜┤ᑕ᪥ග 

ΰ ゐ ༴ 㝤 ≀ ㉁ 㸸   ---------- 
� � � ༴㝤᭷ᐖ࡞ศゎᛶ⏕≀㸸� ୍㓟໬Ⅳ⣲ (CO), ஧㓟໬Ⅳ⣲㸦CO2㸧 
 
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
11.� ᭷ᐖᛶ᝟ሗ 
� � � ᛴᛶẘᛶ㸸 

  ࠔ 㓑㓟 ࠓ
 LD50: 3310mg/kg ࢺࢵࣛ ཱྀ⤒

ࡢࢺࢵࣛ LD50 JISࠊࡁᇶ࡙࡟3530mg/kg (PATTY (5th, 2001)㸧ࠊ3310=್ ศ㢮ᇶ‽

༊ศࡢ‽༊ศእ(ᅜ㐃ศ㢮ᇶࡢ 5㸧ࠋࡓࡋ࡜ 
 LD50: 1060 mg/kg ࢠࢧ࢘ ⓶⤒

ࡢࢠࢧ࢘ LD50 ್=1060 mg/kg (PATTY (5th, 2001))ࡽ࠿༊ศ 4  ࠋࡓࡋ࡜
྾ධ ࣛࢺࢵ LC50: 16000ppm/4H 

༊ศࡣLCLo=16000ppm(PATTY (5th, 2001) ࡢࢺࢵࣛ 4 ࡿࡍᙜ┦࡟༊ศእࡣ࠸ࡿ࠶

ࡢ㣬࿴⵨Ẽᅽ⃰ᗘࠊ࠾࡞ࠋࡓࡋ࡜࠸࡞ࡁศ㢮࡛ࡽ࠿࡜ࡇ 90%㸦20394.7ppmV * 0.90 
=18355ppmV㸧ࡾࡼపࠊ࡛ࡢ࠸ศ㢮ࡢࢫ࢞ࡣ࡟ᇶ‽್ࢆ㐺⏝ࠋࡓࡋ 

⓶⭵⭉㣗ᛶ่࣭⃭ᛶ㸸 
࠾࡟ACGIH (2004)㸧ࠊヨ㦂㸦PATTY (5th, 2001)ࡓ࠸⏝ࢆࢺࢵࣔࣝࣔࡣ࠸ࡿ࠶ࢠࢧ࢘

࡟≉ࠊࡋ౫Ꮡ࡟᫬㛫࡜ᗘ⃰ࡢ㟢ࡃࡤࡣᗘ⛬ࡢᛶ่⃭ࠊ࡚࠸ 50?80%௨ୖ⃰ࡢᗘ࡛ࡣ㔜

ᗘࡢ⇕യ࡜⑐⓶ᙧᡂࡀほᐹࠊࡘ࠿ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉEU ศ㢮࡛ࡣ C;R35 ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠶࡛

༊ศ㸯ࠊ࠾࡞ࠋࡓࡋ࡜pH ࡣ 1.0M=2.4 (Merck (14th, 2006))ࠋࡿ࠶࡛ࠊ 
� � � �  ᦆയ㺃่⃭ᛶ㸸࡞㔜⠜ࡿࡍᑐ࡟║

ヨ㦂ࡢูࠊ࡜ࡇ㸦ACGIH(2004)㸧ࡓࡌ⏕ࢆቯⓗᦆയ◚࡟㐺⏝┤ᚋࢆị㓑㓟࡟║ࢠࢧ࢘

࡛ 10%௨ୖ⃰ࡢᗘ࡛Ọ⥆ⓗゅ⭷ᦆയࢆక࠺㔜ᗘ่⃭ࡢᛶࡓࡋ♧ࢆ㸦IUCLID (2000)㸧
⹿ᙬࡸゅ⭷ΰ⃮ࡎࡽᣊࡶ࡟ࡓࡋὙί࡟ࡕ┤ᚋࡓࡗࡲࡋ࡚ࢀධ࡟║࡚ࡗㄗ࡛ࢺࣄࠊ࡜ࡇ

⑕౛ሗ࿌ࡢ࡜ࡓࡗ࠶Ọ⥆ⓗ࡛ࡣゅ⭷ΰ⃮࡟≉ࡋせࡶఱࣨ᭶࡟⏕෌ࡢ⓶ୖࠊࡋࡇ㉳ࢆ⅖

㸦PATTY (5th, 2001)㸧ࠊࡾ࠶ࡶ༊ศ㸯ࠋࡓࡋ࡜ 
࿧྾ჾឤసᛶཪࡣ⓶⭵ឤసᛶ㸸 

࿧྾ჾឤసᛶ㸸㓑㓟ࡿࡼ࡟ច㉳࡟㝧ᛶ཯ᛂࡓࡋ♧ࢆẼ⟶ᨭႍᜥࡢᝈ⪅࣮ࣝࢥࣝ࢔ࠊࡸ

ࡿ࠸࡚ࢀࡉሗ࿌ࡀࢺࣄࡓࡋ࿊ࢆ཯ᛂࡢϨᆺ㐣ᩄᛶ཯ᛂ㢮ఝࢀࡉ㟢ࡃࡤ࡟㓑㓟ࡣࡓࡲ

㸦PATTY (5th, 2001)㸧࣮ࢩ࢟ࣛ࢕ࣇࢼ࢔࡟࣮ࣝࣀࢱ࢚ࡓࡲࠋ཯ᛂ࡜㓑㓟࡟༶᫬ᆺࣞ࢔

࡞⛥࡚ࡵᴟࡣሗ࿌ࡢ௨ୖࠊࡋ࠿ࡋࠋ㸦HSDB (2005)㸧ࡿ࠶ࡶሗ࿌ࡢ࡜ࡓࡋ♧ࢆ࣮ࢠࣝ

⑕౛࡛ࡢࡑࡓࡲࠊࡾ࠶௚࡟ࢺࣄ࡟ᑐࡢ࡚ࡋሗ࿌ࡿࡼ࡟≀ືࡸヨ㦂ሗ࿌࣮ࢹࡃ࡞ࡣ࡝࡞

ࠊࡵࡓ࠸࡞ࡁᐃ࡛ྰࡣ㛵㐃ᛶࡢᜥⓎసႍ࡜ᙜヱ≀㉁ࠊ࠾࡞ࠋ࠸࡞ࡁศ㢮࡛ࡵࡓࡢ୙㊊ࢱ

�ࠋࡿࡍせࢆὀព࡞༑ศࡣ࡟࠸ᢅࡾྲྀ ⓶⭵ឤసᛶ㸸ࠋࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ 
⏕Ṫ⣽⬊ኚ␗ཎᛶ㸸 

in vivo ࣒࣮࢚ࡣin vitro ኚ␗ཎᛶヨ㦂࡛ࠋࡓࡋ࡜࠸࡞ࡁศ㢮࡛࡛ࡢ࠸࡞ࡀヨ㦂⤖ᯝࡢ

 ,ᯝ㸦PATTY (5th⤖ࡢ㝜ᛶࡶࢀࡎ࠸ᰁⰍయ␗ᖖヨ㦂࡛ࡓ࠸⏝ࢆ⬊CHO⣽ࡧࡼ࠾ヨ㦂ࢫ
2001)㸧ࡀሗ࿌ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

Ⓨࢇࡀᛶ㸸 
㓑㓟࣭↓Ỉ㓑㓟⏕⏘ᕤሙࡢ኱つᶍ࡞␿Ꮫㄪᰝ(PATTY (5th,2001))ࡀᐇ᪋ࠊࢀࡉປാ⪅
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1359 ே࡛ࢺ࣮࣍ࢥࡢ⒴ࡿࡼ࡟Ṛஸࢆホ౯ࡢ⤖ᯝࠊ๓❧⭢ࡢ࡛ࢇࡀቑຍ㸦6 ౛㸧ࢆ㝖ࡁ

඲࡚ࡢ⒴ࡿࡼ࡟Ṛஸࡀῶᑡࠋࡓࡋ๓❧⭢ࡿࡼ࡟ࢇࡀṚஸࡢゎ㔘ࡣᅔ㞴࡜⤖ㄽ࠸࡚ࢀࡉ

 ࠋ࠸࡞ࡁศ㢮࡛ࡵࡓࡢ୙㊊ࢱ࣮ࢹࡶ࡚ࡋ࡟ࢀࡎ࠸ࠊࡀ(PATTY (5th, 2001))ࡿ
⏕Ṫẘᛶ㸸 

ࡽ࠿⏘ฟ࠸⏝ࢆࢺࢵࣛ 18 ᪥㱋ࡃࡤ࡛ࡲ㟢ࡓࡋヨ㦂㸦PATTY (5th,2001)㸧࣐࢘ࡧࡼ࠾

ᑐ࡟⏕Ⓨࡢ௘ࡣ࠸ࡿ࠶ヨ㦂㸦HSDB(2005)㸧ᤵஙᙳ㡪ࡓࡋᢞ୚ཱྀ⤒࡟ჾᐁᙧᡂᮇࡢࢫ

ࡧࡼ࠾⬟ᛶᶵࡢ≀ぶືࡿࡼ࡟㟢ࡃࡤࡢࡽ࠿஺㓄๓ࠊࡋ࠿ࡋࠋ࠸࡞ࡣグ㍕ࡢᝏᙳ㡪ࡿࡍ

⏕Ṫ⬟࡟ཬࡍࡰᙳ㡪࡟㛵࡛ࡢ࠸࡞ࡀࢱ࣮ࢹࡣ࡚ࡋศ㢮࡛ࠋ࠸࡞ࡁ 
≉ᐃᶆⓗ⮚ჾ࣭඲㌟ẘᛶࠊ༢ᅇᭀ㟢㸸 

⾑⹫ࠊ⾑⁐ࡢ㔜ᗘࠊ᧛✀ᛶ⾑⟶ෆจᅛ㞀ᐖࠊᦤྲྀᚋࢆ㓑㓟ࡢ኱㔞ࡣࡓࡲị㓑㓟࡛ࢺࣄ

ᛶ⭈୙඲ࢆ㉳ࡓࡋࡇ⑕౛ሗ࿌ࡾ࠶ᩘ「ࡀ㸦PATTY (5th, 2001)ࠊACGIH (2004)㸧ࠊ༊

ศ㸯㸦⾑ᾮ㸧࡛ࢺࣄࠊࡓࡲࠋࡓࡋ࡜྾ධᭀ㟢ࡿࡼ࡟㰯ୖࠊẼ㐨࡟⫵ࠊᑐ่⃭ࡿࡍᛶࡢ

グ㍕(PATTY (5th, 2001))ࡀࢺࣄࠕࠊ⵨Ẽࢆ྾ධ࡜ࡿࡍẼ㐨⭉㣗ᛶ,⫵Ỉ⭘ࡀぢࡇࡿࢀࡽ

ࡤࡿࡼ࡟஦ᨾࡢἜ໬Ꮫᕤሙ࡛▼࡟ᐇ㝿ࠊࡾ࠶ࡀ(グ㏙㸦ICSC(J) (1997)ࡢ࡜ࠖࡿ࠶ࡀ࡜

 ༊ศ㸯㸦࿧࡛ࡢࡿ࠶ࡀሗ࿌㸦ACGIH (2004)㸧ࡓࡋⓎ⑕ࢆ⅖⫵㛫㉁ᛶ࡜㟢࡛Ẽ㐨㛢ሰࡃ
྾ჾ⣔㸧ࠋࡓࡋ࡜ 

≉ᐃᶆⓗ⮚ჾ࣭඲㌟ẘᛶࠊ཯᚟ᭀ㟢㸸 
࡟ࢺࢵࣛ ࢆ㦂≀㉁⿕ࡢ3% 6 ࣨ᭶㛫⫶ෆᢞ୚ࡓࡋヨ㦂࡛㣗㐨⢓⭷៏ࡢᛶ⅖⑕ࢀࡽࡳࡀ

㸦PATTY (5th, 2001)㸧ࠊࡓࡲࠊ⫋ᴗࡃࡤ㟢ࠊࡾࡼ࡟ປാ⪅ࡢ࡝࡞⛎౽ࡸࡅ↝⬚ࡀᾘ໬

ჾ⑕≧ࡢッ࠼㸦PATTY(5th, 2001)㸧ࠊࡓࡲࠊዪᛶປാ⪅ 117 ேࡢᶓ᩿◊✲ࡤ࡚࠸࠾࡟

᭷⑓ࡢ⅖⭍๪㰯ࠊࣝࢱ࢝㰯ࠊ㏕ࡗࡦ㒊⬚ࠊᛶတႿ៏࡭ẚ࡟↷ᑐࡀ⪅ປാࡓࡅཷࢆ㟢ࡃ

୙㊊࡛ࢱ࣮ࢹࡶࢀࡎ࠸ࠊࡀࡿ࠶ࡶሗ࿌㸦ACGIH 㸦2004㸧㸧ࡢ࡜ࡓࡗ࠿㧗࡟᭷ពࡀ⋠

ศ㢮࡛ࠋ࠸࡞ࡁ 
྾ᘬᛶ࿧྾ჾ᭷ᐖᛶ㸸 

 ࠋࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ
 

̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
12.� ⎔ቃᙳ㡪᝟ሗ 
� � � � ⏕ែẘᛶ 
� � � � � � 㨶ẘᛶ㸸 

 㨶㸸LC50:Pimephales promelas 79mg/L 96 hࠔ㓑㓟ࠓ
� � � � ⏥Ẇ㢮㸸LC50:Pimephales promelas 79mg/L 96 h 

ṧ␃ᛶ㸭ศゎᛶ㸸ࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ 
� � � ⏕ ែ ⵳ ✚ ᛶ㸸ࡋ࡞ࢱ࣮ࢹ 
 
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
13.� ᗫᲠୖࡢὀព 
� � �  ࠋࡿࡍൾ༷ࠊࡋᄇ㟝࡬ⅆᐊࡢ⅔༷↝
� � � ᑡ㔞ࡢሙྜ࡟➼ࢫ࢚࢘ࠊࡎࡃࡀ࠾ࠊࡣ྾཰࡚ࡏࡉ㛤ᨺᆺ↝༷⅔࡛↝༷ࠋࡿࡍ 
� � �  ࠋࡿࡍ᤼ฟࡽ࠿࡚ࡋΎίࡾࡼ࡟⌮ฎࡢ➼άᛶởἾࠊࡣ᤼Ỉࡴྵࢆࢀࡇ
 
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
14.� ㍺㏦ୖࡢὀព 
� � � ᅜ㐃ศ㢮㸸� ヱᙜࡋ࡞  
� � � ᅜ㐃␒ྕ㸸� ヱᙜࡋ࡞ 
� � � ὀព஦㡯㸸� ㍺㏦๓࡟ᐜჾࡢ◚ᦆࢆ࡜ࡇ࠸࡞ࡀ➼ࢀ₃ࠊࡃࡻࡋ⭉ࠊ☜ㄆࠋࡿࡍ 
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㌿ಽࠊⴠୗࠊ◚ᦆࡳ✚࡟࠺ࡼ࠸࡞ࡀ㎸ࠊࡳⲴࡢࢀࡎࡃ㜵Ṇࢆ☜ᐇࠋ࠺⾜࡟ 
 
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
15.� 㐺⏝ἲ௧ 
� � � ᾘ� � 㜵� � ἲ� 㸸� 㠀ヱᙜ 

ẘ≀ཬࡧ๻≀ྲྀ⥾ἲ㸸 㠀ヱᙜ 
ປാᏳ඲⾨⏕ἲ㸸� ἲ➨ 57 ᮲ࡢ 2(௧➨ 18 ᮲ࡢ �≀᭷ᐖࡁ࡭ࡍ▱㏻ࢆ➼⛠ྡ(2  No.176ࠔ㓑㓟ࠓ
⯪ ⯧ Ᏻ ඲ ἲ㸸� 㠀ヱᙜ 

� � � ⯟� � ✵� � ἲ㸸� 㠀ヱᙜ 
� � � ᾏὒởᰁ㜵Ṇἲ㸸� ➨⾲᪋⾜௧ูࠔ㓑㓟ࠓ 1 ᭷ᐖᾮయ≀㉁ Z 㢮≀㉁ 
� � � ᅵተởᰁ㜵Ṇἲ㸸� 㠀ヱᙜ 
� � � ໬Ꮫ≀㉁⟶⌮ಁ㐍ἲ㸦PRTR ἲ㸧㸸㠀ヱᙜ 

Ỉ㉁ở⃮㜵Ṇἲ㸸� 㠀ヱᙜ 
 
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
16.�  ᝟ሗࡢ௚ࡢࡑ
� � � � ᘬ⏝ᩥ⊩㸸� � ⏘ᴗ୰ẘ౽ぴ 
  � � � ᭷ᶵ໬ྜ≀㎡඾� ᭷ᶵྜᡂ໬Ꮫ༠఍⦅ 
  � � � Registry of Toxic Effects of Chemical Substances (RTECS) 
  � � � ໬Ꮫ≀㉁つไ࣭⟶⌮ᐇົ౽ぴ 
  � � � ཎᮦᩱ࣓࣮ࡢ࣮࢝〇ရᏳ඲ࢺ࣮ࢩࢱ࣮ࢹ 
� � � � � � � � � � � IATA ⯟✵༴㝤≀つ๎᭩� ➨ 49 ∧㑥ヂ 
� � � � � � � � � � � 〇ရホ౯ᢏ⾡ᇶ┙ᶵᵓ� http://www.safe.nite.go.jp/ghs/list.html 

Ᏻ඲⾨⏕᝟ሗ࣮ࢱࣥࢭ� http://www.jaish.gr.jp/user/anzen/kag/ankgc01.htm 
 

ᮏ〇ရᏳ඲⾨⏕ࢹ㸫ࢩࢱ㸫ࠊࡣࢺ⌧᫬Ⅼ࡚࠸࠾࡟ᚓࡓࢀࡽ᝟ሗ࡟࡜ࡶࢆసᡂࡎࡽ࡞࠿ࠊࡀࡍࡲ࠸࡚ࡋ

 ࠋ࠸ࡉୗ࡚ࡋ༑ศὀពࡣ࡟࠸ᢅྲྀࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ࡛ࡢࡶ࡞୓඲ࡶࡋ
 


